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電波反射装置およびバックス
キャッタ通信方法
入射電波が到来した方向に反射電波を反射

レーダーやRadio Frequency Identifier (RFID)システム等のバッ
クスキャッタ通信では、通信距離に応じて受信電力が減少する。通信
可能距離の延伸のためには、レーダーの場合にはターゲットのレーダー断
面積の拡大、RFIDシステムの場合にはタグアンテナの高利得化が、必
要となる。しかし、レーダーの場合でもRFIDシステムの場合でも、レー
ダーの電波を反射するターゲットや、反射すべき電波の到来方向がわか
らないので、到来方向に向けて電波を反射することが容易でないという
課題がある。

本発明によって、小型の電波反射装置を用いることで、入射電波が
到来した方向に反射電波を反射させることが可能になった。本発明の
電波反射装置は、アンテナ素子と、反射回路と、バトラーマトリクス回路
と、を備えていることを特徴とする。反射回路は、アンテナ素子からバト
ラーマトリクス回路を介して入力された入射電波を受信すると、バトラー
マトリクス回路およびアンテナ素子を介して入射電波が到来した方向へ
反射電波を送出する。したがって、このような小型の電波反射装置に
よって、入射電波が到来した方向に反射電波を反射させることができる。

概要

 通信機能を有さない人工物との通信・センシング [1]

東北大学技術紹介

お問い合わせ

株式会社東北テクノアーチ
TEL ０２２－２２２－３０４９ お問い合わせフォームはこちら

バックスキャッタに方向性を持たせることが可能なうえ、
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